
表１　業種別（前年比較） ※(　 )内は死亡（内数）

表２　事故の型別 ※表中の数字は人数、　( )内は死亡（内数）
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(1) (1)

(1) (1)
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(1) (1)

(5) (2) (1) (2)

表３　災害程度別 ※表中の数字は人数、　( )内は死亡（内数）

15 16 34 18 3 2 88 (2)

30 41 63 34 19 1 188 (1)

21 33 47 36 9 2 148 (2)

66 90 144 88 31 5 424 (5)

表４　年齢別 ※表中の数字は人数、　( )内は死亡（内数）

3 16 4 13 (1) 32 (1) 17 3 88 (2)

4 45 (1) 31 33 40 23 12 188 (1)

4 39 (1) 25 24 (1) 36 13 7 148 (2)

11 (0) 100 (2) 60 (0) 70 (2) 108 (1) 53 (0) 22 (0) 424 (5)

30歳未満の

若い世代の

割合が全体

の26.2％、

60歳以上で

17.7％を占

めていま

す。

建設工事・事故の型別 死傷者数 (土木工事） (建築工事） (その他の建設）

墜落・転落 153 24 71 58

転倒 47 5 20 22

飛来・落下 36 12 13 11

倒壊・崩壊 15 1 10 4

激突され 20 8 9 3

はさまれ・巻き込まれ 55 14 23 18

交通事故 13 1 7 5

「墜落・転落」災害が最も多く発生

しており、全体の36.1％を占めてい

ます。

148

切れ・こすれ 27 8 13 6

高温・低温の物との接触 7 3 4

２週以上
１か月未満

１か月以上
３か月未満

３か月以上
６か月未満

６か月以上

上記以外 51 12 22 17

合　計 424 88 188

70歳～60～69歳 計

土木工事

建築工事

その他の建設

合　計

建設工事・年齢別 ～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

死亡 計

休業１か月以上となる

災害が全体の63.2％を

占めています。

土木工事

建築工事

その他の建設

合　計

建設工事・災害程度別 ４日以上
２週未満

墜落・転落

36.1%

はさまれ・

巻き込まれ

13.0%

転倒

11.1%

飛来・落下

8.5%

切れ・こすれ, 

交通事故

3.1%

その他

21.9%

グラフ 事故の型別

建設業の労働災害発生状況（令和７年）
兵庫労働局安全課

確定値（労働者死傷病報告によるデータ）

令和７年(１月～12月) 前　年　同　期 前　年　比　較

業　　種 死傷者数 構成比 死傷者数 構成比 増減数 増減率

（人）  （％） （人）  （％） （人）  （％）

全 産 業 5,262 (29) 100.0% ( 100.0% ) 5,222 (31) 100.0% ( 100.0% ) 40 ( -2 ) 0.8% ( -6.5% )

製 造 業 1,158 (6) 22.0% ( 20.7% ) 1,059 (7) 20.3% ( 22.6% ) 99 ( -1 ) 9.3% ( -14.3% )

建 設 業 424 (5) 8.1% ( 17.2% ) 400 (9) 7.7% ( 29.0% ) 24 ( -4 ) 6.0% ( -44.4% )

陸 上貨 物運 送業 604 (4) 11.5% ( 13.8% ) 630 (4) 12.1% ( 12.9% ) -26 ( ) -4.1% ( )

農 林 業 55 (1) 1.0% ( 3.4% ) 80 (2) 1.5% ( 6.5% ) -25 ( -1 ) -31.3% ( -50.0% )

上 記 以 外 3,021 (13) 57.4% ( 44.8% ) 3,053 (9) 58.5% ( 31.0% ) -32 ( 4 ) -1.0% ( 44.4% )

※労働者死傷病報告（休業4日以上の死傷災害）により作成 ※(　)内の数値は死亡者数（内数）を表す

※ 新型コロナウイルス感染症のり患者数を除く

確定値

兵庫労働局



兵庫労働局安全課

業　種 事故の型 起因物

月 時間 小分類 分類項目 小分類

1 3月 9時台
その他の土木

工事業
墜落、転落 開口部

　汚水貯留槽内で検査業務を行うため、被災者が当該槽内に設

置している仮設足場の作業床上へつながるはしごを降りていた

ところ、はしごの最下段と作業床の間でバランスを崩して作業

床上で転倒し、作業床端部の開口部から約２．５メートル下の

コンクリ―トの床面へ墜落した。

2 5月 14時台
機械器具設置

工事業
崩壊、倒壊 機械装置

　作業者３人で、制御盤（約640kg）の搬入作業を行ってい

た。制御盤の位置を調整するため、ジャッキで上げた制御盤を

台車に乗せようと、２名の作業者がジャッキを下ろした際に制

御盤が倒れ始め、制御盤を支えていた被災者に激突した。被災

者は、制御盤に胸から下を挟まれた。

3 4月 7時台
機械器具設置

工事業

交通事故（道

路）
トラック

　他府県の事業場の事務所から県内の工事現場に向かう途中、

３名乗車していたトラックが単独事故で横転し、後部座席の被

災者は車外に投げ出され死亡した。

4 10月 14時台
機械器具設置

工事業
激突され

整地・運搬・

積込み用機械

　被災者が、ドラグ・ショベルのバケット先端部に取り付けた

つりチェーンの付替え作業をしていたところ、ドラグ・ショベ

ル運転席にいた作業員が被災者を手伝うため、運転席から離れ

ようとした際、運転席内の操作レバーに接触し、誤作動により

ドラグ・ショベルのバケットが旋回して被災者に激突した。

5 11月 14時台
その他の建築

工事業

有害物等との

接触
物質、材料

　小学校改修作業中、運動場のトイレ内で倒れている被災者が

発見された。室内には内燃機関を動力源とする発電機があり、

一酸化炭素が発生していた。

建設業における死亡災害発生状況（兵庫県内）

件

数

災害発生

発生状況概要

令和７年統計（確定）※死亡災害報告によるデータ（把握順）


